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はじめに
トロロアオイ（図 1）を知っていますか。漢字表記で
「黄蜀葵」（学名 AbelmoschusmanihotMedik）というトロ
ロアオイは，黄色い花がハイビスカスの仲間（正しくは近
縁種）で有ることを示しています。オクラという野菜の花
に極めてよく似ています。私にはオクラ（学名 Abelmoschus
esculentus）とトロロアオイの違いは，仕立てる背の高さ以
外には分かりませんが，二つの種を混同した記述をしてい
る文献もあるほどです。トロロアオイが属するアオイ科に
は，ワタ，ムクゲ，フヨウなどが含まれています。いずれ
も，朝開いた花は夕方にはしぼんでしまう一日花です。
さて，私がここで書こうとしている項目は，二つありま
す。一つは「描かれたトロロアオイ」，今一つは「トロロ
アオイの渡来時期について」です。
それにはまず，和紙造りとトロロアオイの働きについて
話をしなくてはならないでしょう。
私が現在大きな興味を持っているテーマは 和紙の抄造
技術は「流し漉き」ではないというものです。いきなり
「流し漉き」と云っても分かって頂けないと思いますので，
以下に紙漉きの概略を説明をいたします。紙造りの工程を
極めて単純化するとこのような具合です。楮コウゾ（学名
Broussonetia kazinoki），雁皮ガンピ（学名 Wikstroemia
sikokiana），三椏ミツマタ（学名 Edgeworthiapapyrifera）
といった木の皮に含まれている繊維を取り出し，バラバラ
に解した繊維を水中に分散させた状態で，簀や網で掬い取
る。すると水は簀や網の目をくぐって通り抜け，繊維だけ
が簀の上に残るので，これを板に貼り付けて乾燥させる。
即ち，①繊維抽出，②水中分散，③紙層形成，④脱水乾燥
の4工程です。
実際には，純良な原料とするための技術，水中に均等に
分散させる技術，繊維を掬い取る技術，脱水乾燥させる技
術のそれぞれの段階で工夫が積み重ねられていて，和紙の
伝統技術の体系を作り上げています。
ここで述べた③紙層形成の工程については，「流し漉き」
と「溜め漉き」という二つの名称が知られています。紙の
歴史に関する調査と著書で著名なダードハンター
＊1が
1933年に来日した際，日本で使い分けられている二つの
用語とその用語が示す技術の違いに驚き，高く評価しまし
た。この用語をそのまま世界語にする価値があるというわ
けです。彼はとくに「流し漉き」に注目しました。
この用語は，水中から繊維を掬い取る時の簀の動かし方，
操作の仕方を指して命名された用語です。どうしてわざわ
ざ名を付けるのかというと，掬い取るときの簀の操作によ
って，出来上がった紙の表情や性質がかなり変わるからな
のです。和紙を調査対象としている私の立場から言えば，
紙の表情を読みとることで，大まかな時代，地域の特徴が
理解できる場合があるのです。「溜め漉き」の操作方法で
は，トロロアオイが無くても紙漉きが出来ますが，「流し
漉き」をするには，トロロアオイは必要不可欠な補助剤な
のです。
そして，和紙造りの特徴は「流し漉き」にあると，どこ
の和紙造りの工房に行っても説明されるのですが，紙漉き
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の現場で観察していると，どうも「流し漉き」という名称
はあたらないのではないか，と思うようになり，自分でも
手漉き紙実験をしながら，調査をしているわけです。そこ
では，「流し漉き」に必須なトロロアオイについても考え
なければなりません。
はじめに，トロロアオイの黄色い花について書きました
が，紙造りで利用するのはその根です。トロロアオイの根
を砕いて水につけておくとやがて粘液が出てきます。その
粘液はヌルヌルしていて，糊のように粘ったり，ニチャニ
チャ，べたべたするのとは異なります。私はエイリアンの
涎と呼んでいますが，その粘液の作用は絶大です。繊維の
水中での分散を促進して維持します。掬い上げた紙料液が
簀の隙間から漏出するのに時間がかかるようになります。
漏水性を低下させます。
実験で紙を漉いてみると，粘液を入れないで水中に分散
させた繊維を簀で掬い上げ，簀を垂直近くに立てると簀の
上を繊維が流れ落ちてしまいますが，粘液が入っていると
簀の表面に繊維がへばりついていてくれるので，簀の扱い
が楽だし，大胆な操作も行うことが出来ます。掬いを繰り
返して紙の層を厚く重ねることも出来ます。土佐典具帖を
漉く時の浜田幸雄氏が見せる簀桁の動き（図2）は，それ
は激しく，波立った紙料液が浜田氏の肩にまで届かんばか
りです。そのような操作ができるのもトロロアオイの粘液
のお陰なのです。
そういえば高校生の時に読んだ長塚節著『土』＊2を偶々
読み返していたらその18章に，トロロアオイの根を乾燥
させ，粉にして蕎麦に混ぜ，増量剤とつなぎとして使って
いた様子が描写されていました。
粘液を利用できるのはトロロアオイだけではありません。
学内に紫の花を咲かせるシランの根も粘液が利用されるの
です。
以下には，調査の結果の副産物と呼んで良い事柄を書こ
うと思います。
描かれたトロロアオイ
和紙についての出版物で，絵画に描かれたトロロアオイ
を図版として掲載しているものを見かけません。私は元々
歴史的絵画や文書の修復を担当していた経歴もあって，絵
画を見るのが好きなものですから，流し漉きについて考え
始める前から，博物館や美術全集などで，トロロアオイを
見つけるとメモをしてきました。すると実例が結構あるの
です。著名な画家も描いています。なぜ画家がトロロアオ
イを描いているか，その文化史的背景にまで調査と考察が
及ぶことはなく，ただ単純に集めているだけですが，今ま
で実物を見た例と美術書などに図版として掲載されている
例をリストにしたのが，次頁からの表1です。春琴の描く
花はよい雰囲気を持っていて好きですね。
ところで，次の項目に深く関係するのですが，雪村が描
いたトロロアオイの絵（図3）が有りました。雪村は室町
時代の絵描きですから，当然そのころには日本でトロロア
オイが栽培されていたことを物語っているのでしょう。17
世紀に渡来したと記述する文献もあるので，新発見の資料
になるかも知れません。
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図2 典具帖紙を漉く浜田幸雄氏
（大堀一彦氏撮影）
図3 雪村周継が描くトロロアオイ
栃木県立博物館蔵「花鳥図風」
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表1 描かれたトロロアオイ リスト
名 称 筆 者 制作年代 所 蔵 出 所
草虫図掛幅 陵 中国 明時代 文化庁 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界10，中国の花鳥画と日本
草虫図（常州草虫図） 伝紅白川 明時代 14世紀後
半～15世紀
群馬県立近代美術館
戸方庵井上コレクション
「戸方庵井上コレクション名品
展～嗚呼しづかなる墨～」図録
「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界10，中国の花鳥画と日本
四季花鳥図風 伝土佐広周 室町時代15世紀 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界2，室町の花鳥，水墨の花と
鳥
花鳥図風 雪村周継 室町時代16世紀 栃木県立博物館 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界2，室町の花鳥，水墨の花と
鳥
紙本金地著色松に黄蜀
葵図障壁画4面
長谷川等伯久
蔵父子
1591 京都，智積院
大書院障壁画
「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界3，桃山前期の花鳥，絢爛た
る大画Ⅰ
花鳥図掛幅 土佐光起 16171691 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界5，江戸初期の花鳥，瀟洒な
装飾美
秋草図風 俵屋宗雪 江戸時代17世紀 東京国立博物館 081013東京国立博物館平常陳
列
「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界5，江戸初期の花鳥，瀟洒な
装飾美
四季草花図風 伊年印 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界5，江戸初期の花鳥，瀟洒な
装飾美
花鳥図風 白井直賢 京都，北野天満宮 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界6，江戸中期の花鳥Ⅰ，京派
の意匠
花卉図押絵貼風 張 中国 清時代 長崎県立美術館 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界10，中国の花鳥画と日本
花籠図 漲川永海 桃山時代 群馬県立近代美術館
戸方庵井上コレクション
「戸方庵井上コレクション名品
展～嗚呼しづかなる墨～」図録
四季花卉画帖 狩野常信他 江戸時代17世紀 陽明文庫 東京国立博物館にて陽明文庫創
立70周年記念特別展
「宮廷のみやび，近衛家1000年
の名宝」
紙本金地著色 黄蜀葵
図障壁画2面
狩野派の作と推
定されている
江戸時代初期 大安寺（堺市）下二之間
（12畳）
フリー百科事典『ウィキペディ
ア』
紙本金地著色 黄蜀葵
図障壁画4面
狩野派の作と推
定されている
江戸時代初期 大安寺（堺市）室中（18
畳）
フリー百科事典『ウィキペディ
ア』
草花図押絵貼風 江戸時代17世紀 プライスコレクション 海外所在日本美術品調査報告4
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名 称 筆 者 制作年代 所 蔵 出 所
黄蜀葵に亀図掛幅 円山応挙 江戸時代18世紀 東京国立博物館 070825平常陳列
花鳥人物図押絵貼風 伊藤若冲 江戸時代18世紀 プライスコレクション 海外所在日本美術品調査報告4
水墨游 巻子 伊藤若冲 17161800 文化財保護法50年記念事業特
別展覧会没後200年「若冲」図
録
黄蜀葵図掛幅 貫名海屋 17781863 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界7，江戸中期の花鳥Ⅱ，文雅
の花綺想の鳥
草花図掛幅 黒川亀玉（二代） 文化13年（1816） 摘水軒記念文化振興財団 070824千葉市立美術館
四時草花図掛幅 浦上春琴 文政10年（1827） 岡山県立博物館 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界7，江戸中期の花鳥Ⅱ，文雅
の花綺想の鳥
秋草四十雀図掛幅 松村景文 文政天保
18181844
個人蔵 070824千葉市立美術館
小布施上町祭り屋台天
井絵の縁飾り
北斎 弘化2年（1845） 河野元昭，浮世絵ギャラリー1
北斎の花，小学館，2005
百花一瓶図掛幅 岡本秋暉 江戸時代後期
（19世紀前半）
摘水軒記念文化振興財団 070824千葉市立美術館
「百花の絵―館蔵の江戸時代絵
画と関連の優品―」府中市美術
館図録
秋草群虫図掛幅 椿椿山 18011854 栃木県立美術館 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界8，江戸末期の花鳥，幕末の
百花譜
花鳥図掛幅 椿椿山 江戸時代1854 ニューヨークメトロポ
リタン美術館
海外所在日本美術品調査報告1
百花画巻 田能村直入 明治2年（1869） 東京，山種美術館 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界9，明治大正昭和の花鳥，
伝統と近代装飾
「露」2曲風 伊東深水 昭和6年秋（1931） 東京国立近代美術館 090802平常陳列
黄蜀葵（おうしょっき） 土田麦僊 昭和7年（1932） 足立美術館 足立美術館HP
出所の項目中，6桁の数字と博物館等を記したものは筆者が実見したことを示す。その他はトロロアオイの図を掲載している書
籍，カタログのタイトル等を示す。「花鳥画資料集成」は宮島新一氏の教示による。
図4 コウゾの葉 図5 ガンピの葉 図6 ミツマタの葉
トロロアオイの渡来時期
トロロアオイが日本へやって来た時期を知ろうとして，
和紙に関する文献＊3に当たってみると，平凡社版『寺崎
日本植物図譜』＊4に「日本には慶長年間（15961615）に渡
来した」と記述されているとして，江戸期に製紙家がその
知識を応用してトロロアオイを使い始めたと考えられる，
と書かれていました。そこで，『寺崎日本植物図譜』では
渡来時期の典拠をどのように書いているかと見てみると，
ここにはその典拠は示されていません。
また，我が家に有った八坂書房の『花ごよみ花だより』＊5
に，トロロアオイは平安時代にはすでにやってきていた，
との記述を見つけました。和紙仲間には大きなニュースに
なると思い，発行元に問い合わせると，執筆担当者から丁
寧な返事が来たのですが，出典とその内容は思い出せない
とのこと。
そういえば多くの植物図鑑＊6での解説に渡来植物との
説明が有る場合でも，その根拠とする記事や文献などにつ
いての注が無いのが普通であることに気が付きました。図
鑑は小説と違って，様々な説のなかから，監修者や編集者
が信頼できる記事なり文献を選び出して，それを根拠に文
章を書いているはずですのに，その図鑑を読んだ読者が記
事の元をろうとする際，著者や編集者に連絡しなくては
ならないのは，なんだか腑に落ちません。典拠が示されな
いのは原産地についても同じです。
そこで植物の渡来時期をテーマとして取り上げている本
を探すことにしました。麓次郎氏は『季節の花事典』＊7
の中で トロロアオイの渡来時期として項目を立て，白
井光太郎著『植物渡来考』＊8や林羅山『多識』さらに
『北村四郎選集Ⅰ』「落葉」＊9を引用して，トロロアオイ
の渡来時期を室町時代としていました。原文献だけでなく
他の研究者による研究成果をも典拠としていました。
その北村四郎氏は，自著「落葉」のなかで次のように，
室町時代をトロロアオイの渡来時期と考える根拠としてい
ます。すこし長めですが引用します。
文様の美 木鼻にみる黄蜀葵文
これは珍しい文様である。あるところは，市内紫野，
大徳寺山内の大慈院玄関，北柱北向き木鼻東面である。
（中略）この建て物は大友宗麟の娘，見性院が寄進した
もので，天正十幾年の建て物であるという。今から三
百八十年以前にできたものである。この木彫が写実的
に正確であることから，生きたものから写したと思われ
る。するとトロロアオイは室町時代の末期には日本で
栽培していた証となる。白井光太郎博士の『植物渡来
考』には，慶長十七年（1612）にできた林羅山の『多識
』にあることをあげておられるが，それより二十年以
上古い証となる。（伝土佐広周（1492没）の四季花鳥図
にもある）。 京都新聞昭和四六年一一月二二日 掲載
本稿に掲げた木鼻の写真（図7）は，京都の宇佐美直治
氏が8月に撮影されたものです。
北村氏のように渡来時期の典拠文献を具体的に示してい
る執筆態度は，好感を持つことが出来ました。ついで，上
記2点の文献で言及されている白井光太郎氏の著作に当た
ることにしました。
すると，白井氏の著書『植物渡来考』には，以下の引用
の通り渡来時期の推定が行われていました。
トロヽアフヒ，名称，漢名黄蜀葵，和名トロヽ，一名
ワウレン（以上二名多識），一名ワウスケ（物産小録），
一名カウゾ（訓蒙図彙），来歴，東半球熱帯地方の原産
なり。支那にては嘉祐本草（1061）に始めて記載し，
花を薬用とし，又，鑑賞す。又，根を製紙の粘料とす。
本草類に黄蜀葵の和名を蜀葵の和名と一様にカラア
フヒとせるは，果して，当時渡来しありしや否やを決
するに不充分なり。 （句読点は増田による）
また，宮沢文吾氏の『花木園芸』＊10では，名称，産地
及形態，栽培の他に来歴の項目を立てて，参照した文献の
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図7 大慈院玄関の木鼻にトロロアオイ
（宇佐美直治氏撮影）
記述による渡来時期の推定が書かれていました。
最新の情報として，2007年に発表された磯野直秀氏に
よる「明治前園芸植物渡来年表」＊11をインターネットで
閲覧したところ，一箇所だけ考古学発掘の成果を取り入れ
た推定も行っていますが，その他すべては文献中の記述を
根拠としています。
それでわかったことは，植物の渡来時期推定はすべてと
いってよいほど文献を頼りにしていることです。新しい文
献が発見されると渡来時期の修正案が提示されるというこ
とです。ですから情報の更新がなされていないと，渡来時
期についての記事が古いままで出版されてしまうことにな
ります。これは過去のデータに基づくのですから当然です
が，それならば，少なくとも，出典を明記して欲しい。凡
例のページ数が多くなっても出典さえ明示されていれば，
古い文献を典拠としているか否かが確認できるのです。例
えば，トトロアオイの学名は，現在では Abelmoschus
manihotですが，Hibiscusとしている文献もあります。
学名変更が何時行われたかは，書かれていませんが，その
理由について1990年刊の『園芸植物大事典』＊12には，
フヨウ属に類似するものの，萼が早落性で，葯が雄ずいに
密着している点などで区別されるので，フヨウ属から分離
した旨が書かれています。この事典では，参考文献一覧が
付録として掲載されています。
北村氏の情報を取り入れているか，磯野氏の論文を取り
入れているかが読者に示されるようになることを望みます。
私としては，今回，トロロアオイを描く室町時代絵画資料
として雪村筆の絵画を加えることが出来たのは幸運ですが，
やがては花粉分析が当然のように行われるようになった考
古学発掘によって，渡来時期を修正すべき情報が多く寄せ
られる様になることを期待しています。
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